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○芦屋市議会議員及び市長等の倫理に関する条例 

平成１３年１０月１日 

条例第２１号 

改正 平成１８年３月２４日条例第５号 

〔芦屋市附属機関の設置に関する条例附則第４条による改正〕 

平成１９年３月２０日条例第３号 

〔地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例第１条による改正〕 

平成２４年９月２５日条例第２９号 

令和元年１２月２０日条例第２１号 

〔地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例第１条による改正〕 

令和３年３月２２日条例第１３―３号 

（目的） 

第１条 この条例は，市議会議員（以下「議員」という。）並びに市長，副市長，教

育長及び病院事業管理者（以下「市長等」という。）が，市民全体の奉仕者であっ

て，その職務は市民から負託された公務であることにかんがみ，その職務に係る倫

理の確立と向上に資するため必要な事項を定め，職務の執行の公正さに対する市民

の疑惑や不信を招くような行為を防止し，公務に対する市民の信頼を確保するとと

もに，併せて市政に対する市民の正しい認識と自覚の向上により，民主的な市政の

発展に寄与することを目的とする。 

（平１９条例３・平２４条例２９・一部改正） 

（議員及び市長等の責務） 

第２条 議員及び市長等は，市政に携わる権限と責務を深く自覚し，地方自治の本旨

に従って，その使命の達成に努めなければならない。 

（倫理規準の遵守） 

第３条 議員及び市長等は，次の各号に掲げる倫理規準を遵守しなければならない。 

(1) 市政への不信を招くことのないよう品位と名誉を損なう行為を慎み，その職務

に関し不正の疑惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。 

(2) 常に市民全体の奉仕者として人格と倫理の向上に努め，その地位や権限を利用
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して不当に金品を収受し，又はその要求若しくは約束をしないこと。 

(3) 市又は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２２１条第３項に規定する市

が出資している法人が行う許可，認可又は請負その他の契約に関し特定の企業，

団体等を推薦又は紹介する等その地位や権限を利用して不正にその影響力を行使

しないこと。 

(4) その地位や権限を利用して市職員の公正な職務執行を妨げ，不正な影響力を行

使しないこと。 

(5) 市職員（地方公務員法第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員等を含

む。）の採用に関し推薦又は紹介をしないこと。 

(6) 議員は，職員の昇格及び異動等人事に関し推薦又は紹介をしないこと。 

(7) その地位や権限を利用して，他者に対する嫌がらせ，強制，圧力をかける行為，

各種ハラスメントその他人権侵害のおそれのある行為を行わないこと。 

(8) 職務上知り得た情報を，自己若しくは特定の者の不正若しくは不当な利益のた

め使用し，又は特定の者に対する誹謗中傷のため使用する等，不正若しくは不当

な目的のために使用しないこと。 

２ 病院事業管理者が医師その他特定の技術を要する業務に従事する者で規則で定め

るものを採用するときは，前項第５号の規定は適用しないものとする。 

（平２４条例２９・令元条例２１・令３条例１３―３・一部改正） 

（市の請負に関する遵守事項） 

第４条 議員又は市長等が地方自治法第９２条の２，第１４２条及び第１６６条第２

項の規定に該当するときは，当該請負をする者は，その請負を辞退しなければなら

ない。 

（平１９条例３・一部改正） 

（誓約書の提出義務） 

第５条 議員は，議会が定めるところにより，この条例を遵守する旨の誓約書を提出

しなければならない。 

（市民の責務） 

第６条 市民は，自己の利益又は第三者の利益若しくは不利益を図る目的をもって，

議員及び市長等に対し，その地位や権限による影響力を不正に行使させるような働
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きかけを行ってはならない。 

（市民の調査請求権等） 

第７条 地方自治法第１８条に規定する選挙権を有する市民（以下「市民」という。）

は，議員又は市長等が第３条第１項に規定する倫理規準に違反する疑いがあると認

めるときは，その総数の５０分の１以上の者の連署をもって，その代表者から，議

員に係るものについては市議会議長（以下「議長」という。）に，市長等に係るも

のについては市長に対し，当該倫理規準に違反する疑いのあることを証する書面を

添付した倫理規準違反調査請求書を提出して調査を請求することができる。 

２ 議長又は市長は，前項の規定に基づき調査の請求を受けたときは，直ちに倫理規

準違反調査請求書及びその添付書類の写しを議員に係るものについては次条に規定

する芦屋市議会議員政治倫理審査会に，市長等に係るものについては芦屋市附属機

関の設置に関する条例（平成１８年芦屋市条例第５号）第２条に規定する芦屋市長

等倫理審査会（以下「市長等審査会」という。）に送付し，その審査を求めなけれ

ばならない。 

（平１８条例５・平２４条例２９・一部改正） 

（芦屋市議会議員政治倫理審査会の設置） 

第８条 議会に議員の倫理に関する重要な事項を調査及び審議するため，芦屋市議会

議員政治倫理審査会（以下「市議会議員審査会」という。）を置く。 

（芦屋市長等倫理審査会の会議等） 

第９条 市長等審査会の会議は，公開とする。ただし，市長等審査会は，会議に諮り

非公開とすることができる。 

２ 委員は，職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も同様とする。 

３ 委員は，在任中，政党その他の政治的団体の役員となり，又は積極的に政治運動

をしてはならない。 

（平１８条例５・一部改正） 

（市長等審査会の職務等） 

第１０条 市長等審査会は，第７条第１項の規定に基づく調査請求の審査を行う。 

２ 市長等審査会は，前項の審査を行うため必要があると認めるときは，関係人に対
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し事情聴取及び資産等に関する報告書の提出を求める等必要な調査を行うことがで

きる。 

３ 市長等審査会が必要と認めるときは，市長等は，審査に必要な資料を提出し，又

は会議に出席して意見を述べなければならない。 

４ 市長等審査会は，審査の対象となった市長等から釈明したい旨の申出を受けたと

きは，その機会を保障しなければならない。 

（市議会議員審査会又は市長等審査会の審査報告） 

第１１条 市議会議員審査会又は市長等審査会は，第７条第２項の規定に基づき審査

を求められたときは，当該審査を求められた日の翌日から起算して９０日以内に，

その審査の結果を記載した審査報告書を作成し，これを議員に係るものについては

議長に，市長等に係るものについては市長に提出しなければならない。ただし，当

該審査会は，やむを得ない理由により，その期間内に審査報告書を作成することが

できないと判断したときは，その期間を延長することができる。 

（審査結果の通知及び公表） 

第１２条 議長又は市長は，前条の規定に基づき審査報告書の提出を受けたときは，

その内容を当該審査報告書に係る調査の請求をした市民の代表者に通知するととも

に，その要旨を公表しなければならない。 

（有罪判決宣告後における釈明） 

第１３条 議員又は市長は，刑事事犯により禁錮以上の有罪判決の宣告を受け，なお

その職にとどまろうとするときは，議員にあっては議長に市民に対する説明会の開

催を求め，市長にあっては市長が市民に対する説明会を開催し，当該議員又は市長

は，説明会に出席し，釈明するものとする。 

（平２４条例２９・一部改正） 

（補則） 

第１４条 この条例の施行に関し必要な事項は，議会又は市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成１４年１月１日から施行する。 

（芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改
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正） 

２ 芦屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１

年芦屋市条例第１３号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成１８年３月２４日条例第５号抄） 

（施行期日） 

第１条 この条例は，平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２０日条例第３号抄） 

この条例は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年９月２５日条例第２９号） 

（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

（芦屋市附属機関の設置に関する条例の一部改正） 

２ 芦屋市附属機関の設置に関する条例（平成１８年芦屋市条例第５号）の一部を次

のように改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（令和元年１２月２０日条例第２１号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は，令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月２２日条例第１３―３号） 

この条例は，令和３年４月１日から施行する。 


